
新算数教育研究会規約 
 
 

第１章 総則 
 第１条（名称） 
  本会は「新算数教育研究会」と称する。 
  

第２条（事務局） 
本会の事務局は、本会総務部長の研究室等に置く。 

 
 

第２章 目的および事業 
 第３条（目的） 
  本会は算数教育に関する研究の推進、普及並びに会員相互の連携を図ることを目的とする。 
  

第４条（事業） 
  本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 
  １．講演会、セミナー、授業を通しての全国大会などの研究会を適宜開くこと。 
  ２．会誌、研究報告、研究紀要、要項等を刊行すること。   
  ３．ネット上の会員専用サイトにより様々な情報提供サービスを行うこと。 

４．その他、本部役員会の決議により適当と認められたこと。 
 

 第５条（事業年度） 
  本会の事業年度は毎年４月に始まり、翌年３月末日に終わる。 
 
 

第３章 会員及び会費 
 第６条（会員） 

 本会に、次の会員を置く。 
(1) ベーシック会員    本会の趣旨に賛同し、所定の会費を納入した個人 
(2) スタンダード会員   本会の趣旨に賛同し、所定の会費を納入した個人 
(3) プレミアム会員    本会の趣旨に賛同し、所定の会費を納入した個人 
(4) 賛助会員       本会の趣旨に賛同し、所定の会費を納入した法人 
(5) 名誉会長       本会の会長であった者で、本部役員会の議決により推戴する個人 
(6) 名誉会員       本会の功労者で、本部役員会の議決により推挙した個人 

  
第７条（会員の資格の取得） 

本会の会員になろうとする者は、本部役員会が定めるところにより申込みをし、その承認を受けな
ければならない。 

 
第８条（会員サービス） 

  １．ベーシック会員、スタンダード会員、プレミアム会員は、所定の手続きを経て、ネット上の会員
専用サイトにおける情報提供サービスを受けることができる。 

  ２．ベーシック会員は、ベーシック会員専用サイトにアクセスすることができる。 
  ３．スタンダード会員は、ベーシック会員専用サイト、並びにスタンダード会員専用サイトにアクセ

スすることができる。 
  ４．プレミアム会員は、ベーシック会員専用サイト、並びにスタンダード会員専用サイトにアクセス

することができるとともに、新しい算数研究誌の年間刊行分を受け取ることができる。 
  ５．賛助会員は、本会の会員専用サイトに広告を掲載することができる。 
  ６．会員は、会誌、研究報告、全国大会・セミナー要項等に寄稿すること、及び本会の催す各種の会

合に優先的に参加することができる。 
  ７．会員は支部の一員として、本部役員会の承認を得て、支部を結成することができる。 
 
 

第９条（会費） 
本会の事業活動に経常的に生じる費用に充てるため、ベーシック会員、スタンダード会員、プレミ



アム会員、賛助会員になった時および毎年、会員は本部役員会において別に定める額を会費として
支払う義務を負う。名誉会長、名誉会員は会費の支払い義務を免除とするが、ベーシック会員、ス
タンダード会員、プレミアム会員としての会費を支払うことで、それぞれの会員サービスを受ける
ことができる。 

 
第10条（任意退会） 

会員は、本部役員会において別に定める退会届を提出することにより、任意にいつでも退会するこ
とができる。 

 
第11条（除名） 

会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、本部役員会の決議によって当該会員を除名するこ
とができる。 

(1) この規約その他の規則に違反したとき。 
(2) 本会の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 
(3) その他除名すべき正当な事由があるとき 

 
第12条（会員資格の喪失） 

前２条の場合のほか、会員は次のいずれかに該当するに至ったときは、その資格を喪失する。 
(1) 第９条の支払義務を２年以上履行しなかったとき。 
(2) 本部役員会において決議されとき。 
(3) 当該会員が死亡し、又は解散したとき。 

 
 

第４章 役員 
 第13条（役員） 
   本会に、次の役員を置く。 

   本部役員   会長               １名 
          副会長           若干名 
          部長             若干名 
          常任理事         若干名 
          監事             ２名 
      地区役員   地区理事  各地区に若干名 
   支部役員    支部代表    各支部に1名 
          世話人   各支部に若干名 
 

 第14条（役員の選出） 
   １．新会長は、現本部役員会で選出する。 
   ２．副会長・各部長は、新会長が指名し、現本部役員会が承認する。 
   ３．常任理事・監事は、現本部役員会で推挙し、新会長が委嘱する。 
   ４．地区理事は、本部役員会で推挙し、会長が委嘱する。 
   ５．支部役員は、各支部の推挙により本部役員会で承認する。 
 
 第15条（役員の職務及び権限） 
   １．会長は、本会を代表し、会務を総理するものとする。 
   ２．副会長は、会長の職務を補佐する。 
   ３．本部役員は本部役員会を構成し、この規約で定めるところにより、職務を執行する。本部役員

会は会長が招集・開催する。 
   ４．地区理事は、本部役員と連携し、地区の活動を活性化するために尽力する。 
   ５．監事は、理事の職務の執行を監査し、監査報告を作成する。 
   ６．支部役員は、本部役員と連携し、各支部の活動の活性化に努める。 
 
 第16条（名誉会員） 

本会は、本部役員会で検討し、名誉会長及び名誉会員を置くことができる。名誉会長及び名誉会員 
は、会長の要請のある場合、その諮問に応える。 

 
 第17条（役員の任期） 



任期は原則として２年間とする。ただし、再任を妨げない。補欠として選任された役員の任期は、
前任者の人気の満了する時までとする。 

 
 第18条（役員の解任） 

役員は、本部役員会の決議によって解任することができる。 
 
 

第５章 事業の遂行 
 第19条（本部役員会） 
  本部役員は、本部役員会において次の事項を審議する。 
   １．刊行物の編集に関すること 
   ２．研究活動に関すること 
   ３．会員専用サイトに関すること 
   ４．役員の選出に関すること 
   ５．支部の承認に関すること 
   ６．その他必要と認められたこと 
 
  第20条（三役会） 
  三役会は、会長、副会長、部長をもって構成し、本部役員会の委嘱を受けた業務を執行する。 
 

第21条（部） 
第４条の事業を遂行するため、本会に総務部、全国大会推進部、セミナー推進部、編集部、調査普
及部を置く。本部役員会の議決を経て、新たな部を創設することができる。 

 
 第22条（幹事） 

前条の各部には、幹事若干名を置く。幹事は、会員の中から本部役員会で推挙し、会長が委嘱す
る。 

  
 第23条（部会） 

前々条の各部は、部毎に所属する常任理事、幹事によって部会を構成し、各部においてそれぞれ第
４条の事業を遂行する。 

 
 

第６章 会計及び監査 
 第24条（会計） 
  本会の運営経費は、本会員の年会費、事業、寄付金やその他の収入をもって充てる。 
 
 第25条（監査） 
  監事は、本会の業務及び会計を監査する。 
 
 

第７章 規約の変更及び解散 
 第26条（規約の変更） 
  この規約は、本部役員会の決議によって変更することができる。 
 
 第27条（細則） 
  この規約の実行に必要な細則は本部役員会の決議によって定める。 
 
 第28条（解散） 
  本会は、本部役員会の決議、その他法令で定められた事由により解散する。 
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